
2020年 1月 5日 

福音書からのメッセージ 

家に入ってみると、幼子は母マリアと共に

おられた。彼らはひれ伏して幼子を拝み、

宝の箱を開けて、黄金、乳香、没薬を贈り

物として献げた。 

 （マタイによる福音書2章11節） 

 

本日の福音書の箇所ですが、小さいとき

に聖書のお話を聞いたことがある方、クリ

スマスの降誕劇などを見たことがある方

にとっては、なじみのあるものかもしれま

せん。12月 25日に、わたしたちはイエス

様のご降誕をお迎えしました。そのあとに

お正月もあったので、遠い昔のことのよう

に思う方もおられるかもしれません。しか

しクリスマスは、顕現日と呼ばれる 1月 6

日まで続いています。欧米などではこの時

期も、まだクリスマスツリーなどのクリス

マス飾りはそのままつけられています。そ

れは決して片付け忘れたわけではなく、1

月 6 日までのクリスマス期間はしっかり

とお祝いする、そういうことなのです。 

では 1 月 6 日の顕現日はどういう日な

のでしょうか。それは星に導かれて、占星

術の学者がイエス様の元にきて、黄金、乳

香、没薬というささげものをした日です。

降誕劇では三人の博士として登場するこ

とが多く、彼らはまるで王様のような恰好

をして、立派な箱に入った贈り物をささげ

ます。この場面を見たときに、遠い世界の

出来事だと思ってしまうのは、わたしだけ

ではないと思います。 

というのも、わたしたちはそのような宝

物、黄金や乳香や没薬を持っているかとい

うと、そうではないからです。ではわたし

たちはイエス様に、何もおささげすること

ができないのでしょうか。それよりもイエ

ス様は、わたしたちからそのようなものを

もらいたいと思っているのでしょうか。 

幼稚園の子どもたちのページェント(降

誕劇)の中にも、三人の博士は登場します。

一人ひとり、こがね、あぶら、くすりをイ

エス様にささげます。その後に、全員でこ

んな歌を歌います。 

「わたしもぼくもイエスさまに おさ

さげします このこころ♪」。 

博士さんたちのように、立派な贈り物が

なくても、一人一人の優しい気持ちや感謝

の心をイエス様におささげするわけです。 

わたしたちは神さまからたくさんのも

のをいただいています。命も、愛も、お恵

みも、あふれるほどに、もったいないほど

に、いただいています。でも何もお返しす

るものがないと思っていませんか。 

そんなことはありません。わたしたちが

周りの人を思いやるとき、隣にいる人を大

切に思うときに、その心がイエス様に対す

る大きな贈り物になるのです。その大切な

贈り物を、イエス様は心の底から待ってお

られるのです。 

わたしたち一人一人がこのような思い

で人と接することができたら、世界は変わ

っていくのではないでしょうか。 
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